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9 月 定 例 会

9月
定例会

9月定例会は、9月1日から15日まで15日間の会期で開かれました。
議案21件が上程され議案21件が可決。
人事案件7件に同意しました。
一般質問は9月4日、5日、6日の3日間で10人が行いました。
また、7月26日に臨議会が行われました。

令和3年度決算を超える大規模決算額
一般会計  211億9,106万円  認定

全員賛成
可決

令和4年度 一般会計決算

　令和4年度も、コロナ禍等から住民の生命と生活を守るための事業が引き続き実施された年となりました。
　さて、令和4年度決算は、一般会計歳入211億9,106万円で、歳出199億8,377万円となり、実質収支額は、
11億8,976万円の黒字です。
　町税の決算額は59億180万円で前年度と比べると2億5,559万円増えています。
　町税の収納率は97％で前年度を0.35ポイント上回っています。
　国民健康保険税の収納率は71.36％となっており、前年度を2.45ポイント上回っていますが依然として低い
収納率であり憂慮すべき状況です。
　町の重要な自主財源であり、また、税負担の公平性を確保するためにも、収納率の向上に町一体で努力すると
共に、経常経費の抑制や新たな財源を確保して、財政基盤の確立と安定した財政運営に取り組むことが必要です。

収入 （歳入）

収入項目 令和4年度 令和3年度
基本給与
（町税） 148万円 141万円

パート収入
（分担金・負担金など） 16万円 16万円

貯金の引き出し
（繰入金） 104万円 10万円 
昨年からの繰越
（繰越金） 33万円 24万円 
親からの仕送り
（地方交付税） 90万円 96万円 
親からの特別な仕送り
（国・県支出金） 126万円 148万円 
銀行からの借り入れ
（町債） 8万円 15万円 
友人からのご祝儀
（寄付金） 5万円 20万円 

合　計
（総額211億9,106万円） 530万円 470万円 

支出 （歳出）

支出項目 令和4年度 令和3年度
食費
（人件費） 53万円 53万円 
医療費
（扶助費） 115万円 135万円 
水道光熱費、日常品の購入
（物件費） 65万円 78万円

子どもの学費・仕送り
（補助費、繰出金） 100万円 85万円 
家の増改築
（普通建設費、災害復旧費） 21万円 25万円 
家電、車の修理
（維持補修費） 3万円 3万円 
会社への出資
（投資、出資、貸付金） 1万円 1万円 
ローン返済
（公債費） 29万円 29万円 
貯金など
（積立金） 112万円 28万円 
合　計

（総額199億8,377万円） 499万円 437万円 

しめっちゃ家 の家計簿

町の決算を家計に例えてみました！決算特別委員会
委員長  藤瀬議員　　副委員長  牟田口議員 町の一般会計総額を4,000

で割ったものになります。
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◦第106号（令和5年11月1日）◦

みなさんの税金は どのように使われたのか？

経 営 企 画 課  ふるさと納税危機的状況の原因は
議員 ふるさと納税が減った原因は。
答弁 一番人気のあった返礼品の品不足、種類の制限がある。様々な業種、また新たな返礼品の開発を

行いながら寄付の回復に向けて努めていく。
議員 町外に寄付している方が増えている。対策を。
答弁 寄付を止めるのは難しい。今後、返礼品の基準も厳しくなるので、改善に向けて頑張っていく。

まちの魅力推進課  しめpayの利用状況は
議員 しめPay利用可能店舗は100%利用されたのか。
答弁 利用可能店舗199店舗ほとんどの店舗で利用されている。

まちの魅力推進課  花火の打上げ場所を増やしては
議員 花火は町民センターやシーメイトグラウンドではできないのか。
答弁 現在は、志免町商工会青年部が吉原の田んぼで行っている。町

民センターやシーメイトは民家も近く、風で火の粉が民家にか
かる恐れがある。

まちの魅力推進課  広報紙のポスティングについて
議員 団地だけでも、障がい者優先調達法に則って障がい者施設に任せられないか。
答弁 業者の単価も上がってくると思われる。お話をさせていただきたい。

福 祉 課  期待が大きいシルバー人材センターの人数は
議員 シルバー人材センター、登録人数は増えているのか。
答弁 会員数、令和4年度3月末251名で微増。

福 祉 課  タクシーがつかまりにくいのではないか
議員 障害者タクシー利用補助事業、実績が予算より少なかったが、タクシーがつかまりにくい。優先

的に乗れるようなものはあるのか。
答弁 福岡市タクシー協会と契約している。また、個別に個人タクシーと契約している。利用者がある

から契約したいというタクシー業者もある。

歳  入

歳  出

昨年の「しめエール花火」

委員会審査資料　
完全ペーパーレス化へ

　資料のペーパーレス化は令和５年6月定例会から試行(紙資料
と併用)を行い、今回9月定例会から完全実施となった。

モニターやスクリーンに、担当課が作成した資料を映して審査を行った
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福 祉 課  シーメイトエントランスホールも活用を
議員 以前はシーメイトエントランスホールで無料イベントをしてい

たが、今は実施していない。無料のイベントを楽しみにしてい
る方もある。

答弁 イベントを中止した理由は障がい児の方の刺激になるため等の
理由で中止している。社会福祉協議会のやさしさの集いなどで
は、エントランスホールを利用している。使用目的に合ったイ
ベントをしてくれる団体があれば相談に応じる。

生 活 安 全 課  消防団員を増やすには
議員 消防団の40%が役場職員。役場職員に負担をかけるのではなく、

住民の方にも入ってもらうように考えているか。
答弁 募集するには周知が大事。ホームページ等で周知したい。

学 校 教 育 課  学校給食は物価高騰等で影響はないか
議員 給食運営事業、物価高騰等で業者が業務を止めてしまったことが

全国的に話題になっているが。
答弁 志免町は調理委託のみなので、物価高騰の影響はない。

住 民 課  マイナンバーカードの現状は
議員 社会保障税番号制度カード交付事務、マイナンバーカードを取得した方が返還する事例があるが、

志免町はどうか。
答弁 返還したいという方は、数名いる状況。

上 下 水 道 課  志免町の水道代は高いのか
議員 志免町は上水・下水を合わせると中間ぐら

いになるということを知ってもらう必要が
ある。

答弁 糟屋地区では、上水道は6番目だが下水道
は1番安い。上下水道合計では、4番目で真
ん中ぐらい。

決算委員会
からの

要請事項

1 ふるさと納税について
　ふるさと納税寄付額1億9,592万円で、前年度から5
億8,924万円減っており、きちんとした目標を設定し、
専門部署を設置するなど組織体制の強化やコーディ
ネートできる職員の登用など具体的な対策を要請する。

2 福祉施設シーメイトについて
　シーメイトは、令和4年度は歳入歳出差引1億4,444
万円の歳出超過となっている。直近5年間で累積約5億
7千万円。さらに令和9年度には、シーメイトは改修工
事予定とのこと。施設の根本的な考え方、改修工事を
含めて一定の方向性を示すよう要請する。

9 月 定 例 会

消防団は地域防災の中心

近隣市町上下水道料金一覧表（糟屋郡及び古賀市）
【1か月20㎥当たり家庭料金（円）】　� R4.3.31現在

上下水道料金（合計） 上水道料金 下水道料金
1 久山町 5,610� 久山町 2,530 志免町 2,662
2 篠栗町 6,270� 篠栗町 3,245 粕屋町 2,750
3 粕屋町 6,430� 粕屋町 3,680� 須恵町 2,860�
4 志免町 6,600 須恵町 3,920 篠栗町 3,025
5 須恵町 6,780 古賀市 3,920� 古賀市 3,040
6 古賀市 6,960 志免町 3,938 久山町 3,080�
7 新宮町 7,280 新宮町 3,980� 宇美町 3,210
8 宇美町 7,530 宇美町 4,320� 新宮町 3,300

志免町 4番目 6番目 1番目

中学校の給食

総合福祉施設シーメイト

過去の無料イベント

志免町のふるさと納税サイト
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◦第106号（令和5年11月1日）◦

町のお金 どう使われてる??（予算常任委員会）

シニア世代におこめ券　支給
	 	………………………………………………………………………………………………………5,750万円増
	 	「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」を活用し、65歳以上のシニア世代に対して4,400
円分のおこめ券を支給するもの

タブレットの損害補償サービスにかかる動産損害保険
	 	………………………………………………………………………………………………………2,290万円増
	 	小中学校の子どもが使用するタブレットの故障に対応するための補償サービスに加入するもの

議員 令和5年度はタブレットの修理費（7月末時点ですでに570万円を超える）が、令和4年度の4倍。
教育委員会・学校教育課が自ら修理費を減らそうという姿勢がないのでは。

答弁 取り扱いについては、今後さらに学校と協議していく。

町民センター改修工事費の総額が3億5,090万円アップ
	 	資材の高騰、労務費の上昇による設計額の見直しにより、総額が29億8,320万円に変更となる。
	 	3年間の工事の為、今回の補正では工事期間が短くなるため2,620万円の減額となる。

予算委員会からの
要請事項

　子どもに物を大事にする意識付けを学校にお願いするとともに、家庭での
タブレットの取り扱いについても保護者に周知徹底をしていただき、学校と
教育委員会が一体となってタブレット破損防止に努めるように要請する。

7月26日 臨時会

10億9,751万円 追加  

総額 179億1,260万円

令和5年度9月 一般会計補正予算

東保育園新築工事、補助金活用できず
	 	………………………………………………………………………………………………………2,136万円減
	 	 	二酸化炭素排出抑制等事業費補助金の条件を満たさないため、規模の小さい太陽光

と蓄電池の設置を取り止め、太陽光パネルを増設するもの

地方交付税(普通交付税)
	 	……………………………………………………………2億3,278万円増 （総額22億8,277万円）
	 	普通交付税の額が確定したため

主 な 歳 入

主 な 歳 出

7月26日臨時会  

全員賛成
可決
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主 な 条 例

主 な 条 例

マイナンバーカード利用で、
証明書のコンビニ交付手数料が一律10円に
令和5年10月1日から令和6年3月31日まで、マイナンバーカードを利用した証
明書のコンビニ交付サービスを推進し、マイナンバーカードの普及及び利活用
の促進並びに窓口混雑の緩和を図るため手数料を減額する。

子ども医療費、軽減へ（令和6年度からスタート）
改正の内容
子ども医療・ひとり親家庭等医療
　入院の自己負担額	 ３歳～中学生➡　無料
　通院1月あたりの自己負担額：1医療機関あたり
	 	 ３歳～就学前➡　無料
	 	 小中学生　　➡　500円
重度障がい者医療
　入院の自己負担額	 3歳～中学生まで　➡
	 	 〈子ども医療へ〉無料

　通院１月あたりの自己負担額：1医療機関あたり
　　３歳～就学前まで　➡〈子ども医療へ〉無料
　　小中学生　　　　　➡〈子ども医療へ〉500円
　改正により、医療費が概算で5,000万円程度増加
の見込み。全て町の自主財源である。

全員賛成
可決

全員賛成
可決

議員 高校生までは検討されたのか。
答弁  財政規模もあり、今後様子をみて段階的に

考える。

敬老祝い金80､ 90歳と101歳以上廃止｡
100歳を3万円から1万円に改正
	賛　成			大西、藤瀬、小森、岩下、稲永隆、野中、佐藤、荒牧
	反　対			牛房、丸山真、牟田口、安河内、稻永義
　少子化が進み、敬老金の支給の対象者が年々増加する中、令和６年度の支給分から対象年齢及び支
給額の見直しを行い、総額を抑えることで事業の継続やまた高齢者施策の充実を図るもの。
対象年齢・支給額	 改正前：	77歳､ 80歳､ 88歳､ 90歳､ 99歳／1万円　100歳以上／3万円➡

	 改正後：	77歳､ 88歳､ 99歳､ 100歳／一律1万円支給

賛成多数
可決

議員 改正で減額になった差額分（見込額 722万円）は、高齢者のために使われるのか。
答弁  一部は、在宅紙おむつ給付事業の国の補助が令和６年度より廃止になるため活用したい。

賛成討論　大西 勇 議員
　これから5年間、毎年580名の方が後期高齢者となる。
459名の方が80歳となる。今回の条例改正も来るべき
志免町の高齢化社会を見据えての判断だ。大事なのは高
齢化ではなく介護認定率をどう抑えるかだ。
　これからは「高齢者対策」「フレイル予防」等の政策を重
要課題とし効果的な予算を組んでいく事を強く提言して
賛成。

反対討論　丸山 真智子 議員
　この条例の目的である感謝の気持ちを伝え、長寿を節
目の年77（喜寿）、80（傘寿）、88（米寿）、90（卒寿）、99（白
寿）、100歳（百寿）に対してお祝いするのは大事で財政問
題とは次元が違う。
　財政が厳しいから祝い金を減らすといった引き算でな
く、高齢者社会参加ポイント制度など足し算の政策を積
極的に取り組んで欲しい。

御

　祝

苦渋の選択
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◦第106号（令和5年11月1日）◦ 提 言・決 議

提 言 ・ 決 議

学校体育館エアコン設置に関する提言書
　地球温暖化に起因すると考えられる昨今の異常な
までの気温上昇や、その期間の長期化により、施設を
利用してスポーツに取り組む子どもたちや町民は過
酷な環境の中で活動を続けている。
志免町議会として、基金や地方債を活用してでも学校
体育館へ早急にエアコンの設置を進めるべきである
と強く提言する。

福岡市営地下鉄空港線とJR福北ゆたか線の接続における
志免町新駅設置に関し要望する決議
　今後、町の発展のためにも新駅設置の実現は必要であり、福岡市営地下鉄空港線とJR福北ゆたか線の
接続における志免町新駅設置について、関係機関（福岡県、福岡市）に対して要望するもの。

福岡都市高速道路の延伸並びに志免町内での
出入口設置に関し要望する決議
　今後、町の発展のためにも交通環境を整えることは必要であり、福岡都市高速道路の志免町への延伸
について、関係機関（福岡県、福岡市）に対して要望するもの。

全員賛成
可決

全員賛成
可決

10月2日に、福岡県知事及び県議会議長、福岡市及び市議会議長に要望書を提出

世利町長に提言書を提出（9月15日）

服部 誠太郎 福岡県知事 香原 勝司 福岡県議会議長 打越 基安 福岡市議会議長
松野 　隆 福岡市議会副議長
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宇美町でのオンデマンドバス視察

宇美町役場から「のるーと宇美」を試乗

令和3年度に新設された志免中央第3第4学童

令和5年度に新設された志免西第5第6第7学童
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視
し
て
い
く
。

　
令
和
3
年
度
、
令
和
5
年
度
に
新
設
さ

れ
た
各
学
童
保
育
所
を
子
育
て
支
援
課
と

視
察
。
各
学
童
保
育
所
で
は
、
子
ど
も
達

が
落
ち
着
き
、
楽
し
げ
に
過
ご
す
姿
が
見

ら
れ
た
。

委
員
会
よ
り

　
定
員
オ
ー
バ
ー
は
し
て
い
な
い
が
、

活
動
的
な
子
ど
も
達
に
は
少
し
狭
い
よ

う
な
印
象
を
受
け
た
。
今
後
も
学
童
保

育
利
用
人
数
等
、注
視
し
て
い
く
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入

学
童
保
育
所
の
現
状
を
注
視

しめまち委員会レポート

総務文教常任委員会  開催日  7月14日、8月25日、8月29日
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◦第106号（令和5年11月1日）◦

順調に整備が進んでいる志免・宇美線（吉原地区）増やせ消防団員

　

志
免・
宇
美
線
の
定
義
と
し
て
、
交

通
混
雑
の
解
消
、
歩
道
未
整
備
区
間
等

の
改
善
で
、
福
岡
市
方
面
へ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
道
路
と
位
置
づ
け
さ
れ
、
全
長

約
4・5
㎞
が
事
業
区
間
と
な
る
。

　
全
体
は
、
4
期
工
区
か
ら
な
っ
て
お

り
、現
在
2
期
工
区
全
長
1・6
㎞
の
志

免
町
側（
宇
美
町
と
の
境
か
ら
吉
原
の

住
宅
の
手
前
ま
で
の
0・
8
㎞
）が
順
調

に
進
行
中
。
こ
の
区
間
が
完
成
す
る
と
、

車
の
流
れ
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
通
学
路
の
安
全
性
等
、
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　
五
斗
蔵
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
県
道

68
号
線
の
そ
れ
ぞ
れ
東
側
、
西
側
交
差

点
の
改
良
拡
幅
に
よ
り
、
安
全
性
の
向

上
を
目
的
に
、
県
の
事
業
と
し
て
令
和

10
年
度
を
目
指
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

2
期
工
区
が
完
成
す
る
と
、
車

が
増
加
す
る
。
通
学
路
の
安
全
性
を
考

慮
し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

そ
の
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
る
。
P
T
A
等
、
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
た
い
。
通
学
路
の
整
備
に

は
国
の
交
通
安
全
交
付
金
事
業
が
あ
る

の
で
、
補
助
金
も
活
用
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

　

団
員
に
つ
い
て
、
条
例
定
数
2
0
0

名
に
対
し
、令
和
5
年
度
の
団
員
数
は
、

1
3
3
名
で
あ
る
。

　
過
去
5
年
間
の
推
移
は
、
年
々
減
少

し
て
い
る
。

▌

団
員
確
保
の
た
め
の
主
な
活
動

◦	

町
の
広
報
誌
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

活
動
紹
介

◦	

新
成
人
へ
団
員
募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布

◦	

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を
実
施

◦	

処
遇
改
善
と
し
て
、報
酬
の
見
直
し

▌

対
策
と
し
て

◦	

消
防
団
活
動
を
よ
り
明
確
に
P
R
活
動

◦	

消
防
団
活
動
を
行
い
や
す
い
環
境
を

整
備（
仕
事
や
家
庭
と
の
両
立
）

◦	

退
団
者
の
減
少
へ
、
分
団
長
退
任
後

も
分
団
に
残
っ
て
も
ら
う
よ
う
働
き

か
け
を
行
う

　
　
　
近
年
の
団
員
の
減
少
は
危
機
的

状
況
。
退
団
者
に
残
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
や
、
大
学
生
な
ど
学
生
に
働
き
か
け

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
志
免
町
学
生
消
防
団
活
動
認
証

制
度
が
あ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

し
て
い
る
が
、
実
績
は
な
く
、
退
団
者

の
方
に
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
声

か
け
や
、
消
防
団
本
部
、
分
団
長
会
等

で
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▌

委
員
会
か
ら
の
提
言

◦	

町
内
の
商
工
会
だ
け
で
な
く
企
業
に

対
し
て
も
働
き
か
け
が
必
要
で
は
な

い
か
。

◦	

消
防
団
活
動
に
理
解
あ
る
企
業
に
対

し
て
町
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
や
町
内
会

に
操
法
大
会
へ
の
見
学
案
内
を
す
る

等
、
も
っ
と
積
極
的
に
P
R
す
る
こ

と
も
大
事
で
は
な
い
か
。

志
免
・
宇
美
線
、順
調
に
進
行
中

消
防
団
員
が
年
々
減
少
、
確
保
を

答 

弁
議 

員

答 

弁
議 

員

厚生建設常任委員会  開催日  7月11日、8月8日、8月29日
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町政を問う!ズバ
リ

◦		一般質問とは議員が町政全般（一般事
務・事務の執行状況・将来に対する方
針など）について、町長など執行機関
の考えを議員個人として問いただす
ことです。

	 	質問の内容は事前に通告し、持ち時間
30分の範囲内で※1問1答で行います。

	 ※	質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

◦		会議録に基づき議員個々の自由編集
で掲載しております。

	 	詳細は会議録（HP・図書館・各公民館
に置く）をご参照ください。掲載は質
問順としています。

町政を問う!
丸山	真智子	議員
①	（仮称）ミュージアムの建設は
②	子育て支援施設の南北問題解消

岩下	多絵	議員
①	フレイル予防住民参加が大事

牛房	良嗣	議員
①	町の宝子どもに投資を
②	英語力UP教師生徒へ投資を

牟田口	武史	議員
①	通学の安全確保と負担軽減
②	県道沿いが雑草でいっぱい？！

荒牧	裕樹	議員
①	交通安全指導員の増員を！

大西　勇	議員
①	空き家解決を予算化すべき
②	公民館にWi-Fi整備補助を

小森	弘美	議員
①	町の食品ロスの取り組みは
②	視覚障がい者の情報取得は

安河内	祐子	議員
①	均衡の取れた町に発展するよう
②	空き家情報開示を有効に行なって

藤瀬	康司	議員
①	子育て支援が高齢者への支援に
②	スケートボードができる場所を

稲永	隆義	議員
①	地球温暖化対策の積極的推進を

11P

12P

13P

14P

15P

16P

17P

18P

19P

20P
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◦第106号（令和5年11月1日）◦

丸
山　
町
の
最
速
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
は
１
番
を
目
指
す
こ
と
。
一
貫
し
て

国
営
は
旧
志
免
鉱
業
所
だ
け
、
木
製
プ

ロ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
も
日
本
に
一
つ
だ
け
等
、

１
番
を
強
調
し
て
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
結
果
、
町
に
人
を
呼
び
込
め
る
の

で
は
。

町
長　
１
番
を
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
は
大
事
。
仕
方
を
勉
強
し
た
い
。

丸
山　
竪
坑
櫓
等
の
活
用
は
ま
ち
づ
く

り
戦
略
と
も
重
な
る
。
登
れ
な
い
の
で
、

Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）の
導
入
を
Ｈ
30
年
に

質
問
し
た
が
、
資
料
の
収
集
は
出
来
た

の
か
。

社
会
教
育
課
長　
一
定
程
度
は
調
査
を

し
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
足
り

な
い
の
が
あ
れ
ば
収
集
し
整
理
し
た
い
。

丸
山　
時
代
や
世
相
に
合
っ
た
、
特
に

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
歴
史
を
学

び
喜
び
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と
思
う

よ
う
な
、
Ｖ
Ｒ
を
備
え
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
建
設
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　
一
昨
年
か
ら
係
長
ク
ラ
ス
の
若

い
職
員
で
勉
強
会
を
始
め
た
。
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
。

丸山	真智子	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

（仮称）ミュージアムの建設は
町長 勉強会を開始、着実に進めたい

子育て支援施設の南北問題解消
町長 施設は難しいので工夫している

丸
山　
幼
児
教
育・
保
育
の
無
償
化
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
０
、１
、２
歳
児
を
家
庭
で
育
て

て
い
る
人
の
方
が
育
児
ス
ト
レ
ス
は
多
い
の
で

は
な
い
か
。

　
町
の
北
、西
の
方
に
子
育
て
世
代
が
多
い
が
、

子
育
て
支
援
施
設
の「
さ
く
ら
の
木
」は
中
央
の

役
場
に
、「
は
な
ま
る
ポ
ケ
ッ
ト
」や「
に
じ
い
ろ

ポ
ケ
ッ
ト
」は
東
の
シ
ー
メ
イ
ト
に
あ
る
。

　
西
の
方
に
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
り
、
新

た
に
建
設
し
て
南
北
問
題
を
解
消
す
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
が
、何
か
解
消
に
努
め
て
い
る

の
か
。

町
長　
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
が
、現
状
で
は
場

所
的
な
も
の
も
な
い
。
民
間
の
保
育
施
設
や
西

地
区
社
会
体
育
館
で
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
袋
の
小
サ
イ
ズ
を

産業遺産収蔵庫に保管されている木製プロペラファン

子育て支援センター
はなまるポケット
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岩
下　

町
の
目
指
す
べ
き
姿
は
地
域
、

団
体
、
町
が
協
力
し
て
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
一
人
一
人
が
健
康
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
。
現
在
志
免
町
の
65
歳
以
上
の
人

口
と
高
齢
化
率
は
。

福
祉
課
参
事　
現
在
の
65
歳
以
上
の
人

口
は
１
１
，1
0
4
人
、
高
齢
化
率
は

23・9
％
。

岩
下　
介
護
保
険
認
定
率
は
。

福
祉
課
参
事　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

認
定
率
は
15・74
％
。

岩
下　

4
年
前
の
高
齢
化
率
は
23・

48
％
、介
護
保
険
認
定
率
14・2
％
だ
っ

た
。
わ
が
町
も
じ
わ
じ
わ
と
増
加
傾
向

で
あ
る
。

　
介
護
予
防
事
業
の
中
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
行
わ
れ
て
い
る
町
の
フ
レ
イ

ル
予
防
対
策
と
は
。

健
康
課
長　
介
護
予
防
教
室
と
し
て
う

き
う
き
ル
ー
ム
を
町
内
の
公
民
館
で
開

催
。
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
講
話
、

実
技
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
保
健
師

に
よ
る
出
前
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。

岩
下　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
伴
い

体
重
が
減
る
、
疲
れ
や
す
く
な
る
、
歩

く
の
が
遅
く
な
る
等
こ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
る
状
態
で
あ
る
が
、
適
切
な
介
入
や

支
援
に
よ
り
生
活
機
能
の
維
持
や
向
上

が
可
能
と
言
わ
れ
る
。

　
健
康
寿
命
に
大
切
な
３
つ
の
柱
。
栄

養
、
運
動
、
社
会
参
加
。
こ
の
う
ち
社

会
参
加
が
欠
落
す
る
と
フ
レ
イ
ル
に
陥

り
や
す
い
。
飯
塚
市
で
は
社
会
参
加
と

し
て
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

し
市
民
参
加
型
の
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
介
護
状
態
に
な
る
前
段
階
の
取
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
の
行
事
に
参
加
す
る
等
色
々

な
場
所
へ
の
参
加
も
予
防
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。
先
進
地
の
事
例
も
含

め
、
人
が
集
ま
り
参
加
し
や
す
い
こ
と

を
町
と
し
て
し
っ
か
り
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

岩
下　
過
去
に
３
回
連
続
、
女
性
の
平

均
寿
命
全
国
１
位
に
輝
い
た
沖
縄
県
の

北
中
城
村
を
例
に
、
各
自
治
会
で
自
主

体
操
サ
ー
ク
ル
の
活
動
が
大
変
活
発
。

住
民
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

健
康
課
長　
住
民
を
巻
き
込
む
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
取
組
み
で
あ
る
が
、
わ
が

町
の
医
療
機
関
で
各
種
専
門
家
へ
の
委

託
も
独
自
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

岩
下　
住
民
が
積
極
的
に
健
康
づ
く
り

を
行
い
た
く
な
る
よ
う
な
仕
組
み
、
将

来
に
向
け「
し
め
Ｐ
ａ
ｙ
」の
よ
う
な
電

子
マ
ネ
ー
と
連
動
さ
せ
る
よ
う
な
独
自

の
健
康
ポ
イ
ン
ト
等
を
検
討
し
て
は
。

町
長
　
考
え
方
と
し
て
は
非
常
に
先
進

的
な
取
組
み
で
あ
る
が
現
在
は
難
し
い
。

将
来
的
に
は
仕
組
み
が
必
要
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
の
参
考
に

し
た
い
。

岩下	多絵	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

フレイル予防住民参加が大事
町長 先進地事例含め取り組みたい

一 般 質 問

フ
レ
イ
ル
と
は
？

　
健
康
な
状
態
と
介
護
が
必
要
な

状
態
の
真
ん
中
当
た
り
の
状
態
。

フレイル予防の３つの柱
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◦第106号（令和5年11月1日）◦

牛
房　
順
風
満
帆
に
伸
び
て
き
た
町
の
人

口
が
出
生
数
の
減
少
に
よ
り
異
変
。
平
成

22
年
に
生
ま
れ
た
子
6
3
0
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
を
続
け
、
令
和
4
年
度
の
出
生
数

は
3
6
3
人
。
舵
取
り
の
ト
ッ
プ
町
長
へ

町
の
取
組
と
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

指
摘
の
通
り
出
生
数
の
低
下
は

由
々
し
き
問
題
。
こ
れ
と
い
っ
た
決
め
手

の
対
策
は
な
い
。
子
ど
も
を
産
み
育
て
易

い
ま
ち
づ
く
り
を
柱
に
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
く
。

牛
房　
町
の
取
り
組
む
べ
き
は
2
点
。
1

つ
は
不
登
校
児
2
0
0
名
の
復
学
。
不
登

校
ゼ
ロ
の
達
成
。
2
つ
目
は
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
5
2
2
名
へ
の
手
厚
い
経
済

支
援
。
足
元
の
2
点
の
達
成
こ
そ
が
出
生

数
の
減
少
を
食
い
止
め
る
第
一
歩
。

　
町
長
、教
育
長
の
本
気
の
取
組
を
。

町
長　
不
登
校
に
つ
い
て
は
再
三
の
指
摘

を
受
け
危
惧
し
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

の
児
童
生
徒
と
先
生
の
繋
が
り
を
持
つ
等

を
取
り
組
ん
で
い
く
。

牛房	良嗣	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

町の宝子どもに投資を
町長 子どもを産み育てやすい取組を

英語力UP教師生徒へ投資を
町長 英語力UP町全体で取り組む

牛
房　
町
の
英
語
力
は
先
生
、
学
校
の
努
力

に
よ
り
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
へ
学
力
も
向
上
。

更
な
る
子
ど
も
の
英
語
力
向
上
に
は
教
え
る

側
の
先
生
の
英
語
力
向
上
が
不
可
欠
。
2
点

の
実
行
を
。

　
英
語
研
修
費
へ
の
支
援
と
夏
休
み
期
間
の

海
外
留
学
支
援
を
。
先
生
へ
の
支
援
は
生
徒

の
英
語
力
向
上
に
繋
が
る
。

町
長　
英
語
の
学
び
が
学
力
向
上
、不
登
校
一

掃
に
も
つ
な
が
る
。
先
生
へ
の
支
援
も
含
め
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
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一 般 質 問

牟
田
口　
各
バ
ス
停
留
所
の
管
理
と
責
任

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
課
長　
県
道
は
3
か
所
、
町
道

は
23
か
所
。
標
識
自
体
は
西
日
本
鉄
道
の

管
理
。
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は
町
内
で
27
か

所
で
、西
鉄
管
理
が
5
か
所
、志
免
町
管
理

が
17
か
所
、
法
人
管
理
が
2
か
所
で
あ
る
。

民
有
地
で
管
理
不
明
な
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

は
町
と
土
地
所
有
者
と
協
議
中
で
あ
る
。

牟
田
口　
管
理
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
課
長　
新
屋
敷
バ
ス
停
留
所
を

含
め
、
町
の
管
理
す
る
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

が
老
朽
化
で
割
れ
た
場
合
、
町
で
対
応
し

て
い
る
。

牟
田
口　
こ
の
物
価
高
で
生
活
も
大
変
苦

し
い
中
、
同
等
に
受
け
る
義
務
教
育
、
バ

ス
通
学
の
負
担
軽
減
は
考
え
る
か
。

町
長　
御
手
洗
か
ら
志
免
中
ま
で
、約
3・

9
キ
ロ
、桜
丘
5
丁
目
か
ら
東
中
が
約
3・

4
キ
ロ
。
遠
距
離
通
学
は
決
ま
り
が
あ
り

小
学
生
は
4
キ
ロ
以
上
、
中
学
生
は
6
キ

ロ
以
上
と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
。
公
平
性

の
観
点
で
非
常
に
厳
し
い
。

牟
田
口　
今
回
、
志
免
町
で
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
を
採
用
す
る
が
、
利
用
時
間
8
時

半
以
降
で
通
学
に
利
用
で
き
な
い
。

町
長　
今
後
の
契
約
で
、
通
学
に
も
使
え

る
よ
う
に
、ま
た
、高
校
生
が
駅
ま
で
利
用

で
き
る
な
ど
、
自
分
が
乗
り
た
い
時
に
乗

れ
る
仕
組
み
を
考
え
た
い
。

牟田口	武史	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

通学の安全確保と負担軽減
町長 オンデマンドバスが使えたら

県道沿いが雑草でいっぱい？！
町長 雑草が生えない工法で工事する

牟
田
口　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
な
く
な
っ
た

原
因
は
。

町
長　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
出
来
な
く

な
っ
た
。
管
理
で
き
る
団
体
が
あ
れ
ば
、花
は

い
つ
で
も
持
っ
て
い
く
。

都
市
整
備
課
長　
費
用
対
効
果
と
い
う
指
摘
が

あ
り
止
め
て
い
る
。

牟
田
口　
雑
草
ば
か
り
生
え
て
い
る
が
。

都
市
整
備
課
長　
県
と
の
協
議
で
雑
草
の
生
え

な
い
工
法
で
工
事
を
行
う
。

老朽化したバスシェルター
（新屋敷バス停）

花がなくなった県道沿いの花壇
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◦第106号（令和5年11月1日）◦

荒
牧　
交
通
安
全
指
導
員
の
役
割
は
。

生
活
安
全
課
長　
交
通
安
全
活
動
や
啓

発
活
動
を
行
う
こ
と
で
町
民
の
交
通
安

全
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
が
向
上
し
、
交
通
事
故
の
発

生
件
数
の
減
少
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
る
。

荒
牧　
交
通
安
全
指
導
員
の
主
な
活
動

内
容
は
。

生
活
安
全
課
長　
通
学
路
に
お
け
る
児

童・生
徒
の
登
下
校
時
の
保
護
誘
導
、春
、

夏
、
秋
、
年
末
の
交
通
安
全
期
間
中
に

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
広
報

車
に
よ
る
啓
発
活
動
、
小
学
生
に
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
指
導
を
行
う
交
通

安
全
教
室
、
飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
の

啓
発
運
動・
活
動
や
町
内
イ
ベ
ン
ト
時

の
交
通
誘
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

荒
牧　
交
通
安
全
教
室
は
年
間
何
回
し

て
い
る
か
。

生
活
安
全
課
長　
各
小
学
校
で
、
年
度

初
め
に
、
一
年
生
は
、
交
通
マ
ナ
ー
の

啓
発
、
四
年
生
は
、
自
転
車
の
乗
り
方

教
室
等
を
行
っ
て
い
る
。

荒
牧　
交
通
安
全
指
導
員
の
現
状
は
。

生
活
安
全
課
長　
交
通
安
全
指
導
員
の

数
は
、定
員
数
30
に
対
し
17
名
で
、男
性

が
16
名
、女
性
が
１
名
で
あ
り
、年
齢
は
、

70
歳
未
満
０
名
、
70
歳
が
1
名
、
71
歳

～
80
歳
８
名
、
81
歳
～
90
歳
が
８
名
で
、

構
成
さ
れ
て
い
る
。

荒
牧　
町
が
認
識
し
て
い
る
課
題
は
。

生
活
安
全
課
長　
交
通
安
全
指
導
員
の

方
の
高
齢
化
、
新
規
指
導
員
の
成
り
手

不
足
で
定
数
確
保
が
困
難
と
認
識
し
て

い
る
。

荒
牧　
課
題
に
対
す
る
解
消
策
は
。

生
活
安
全
課
長　
交
通
安
全
指
導
員
の

活
動
内
容
や
目
的
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
頂
く
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
町
内
会
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
団
体
に
募
集
依
頼
す
る
こ
と
が

必
要
。

荒
牧　
課
題
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長
　
交
通
安
全
指
導
員
の
成
り
手
不

足
で
か
な
り
人
数
が
減
っ
て
お
り
、
町

内
会
を
は
じ
め
会
長
さ
ん
か
ら
、
勧
誘

を
お
願
い
し
て
お
り
、
ま
た
指
導
員
自

ら
勧
誘
し
て
頂
い
て
い
る
状
況
。

　
今
は
、70
歳
現
役
世
代
で
あ
り
、対
象

者
も
限
ら
れ
る
な
か
、児
童・生
徒
の
安

心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、皆
様
に
も
心
当
た
り

の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、ご
紹
介
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

荒牧	裕樹	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

交通安全指導員の増員を！
町長 成り手不足に皆様のご協力を

小学校での交通安全教室

交通安全指導員による啓発活動
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大
西　

空
き
屋
特
別
措
置
法
の

改
正
が
今
国
会
で
成
立
そ
の
背

景
と
内
容
は
。

生
活
安
全
課
長　
空
き
家
対
策
が

急
務
と
な
っ
た
。
所
有
者
の
責
務

強
化
。
緊
急
代
執
行
制
度
の
創
設
。

所
有
者
不
明
の
略
式
代
執
行
。
年

内
に
は
施
行
さ
れ
る
。

大
西　

不
動
産
登
記
制
度
の
見

直
し
は
。

生
活
安
全
課
長　
発
生
予
防
と
し

て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
に

対
し
取
得
を
知
り
得
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
相
続
登
記
を
義
務
付
け

ら
れ
た
。
所
有
者
不
明
土
地・
建

物
の
管
理
に
新
た
な
財
産
管
理
制

度
の
創
設
。

　
こ
れ
ま
で
隣
の
塀
か
ら
は
み
出

し
た
木
は
切
れ
な
か
っ
た
が
、了

解
を
得
ら
れ
ば
切
れ
る
と
な
っ
た

こ
の
対
応
は
。

生
活
安
全
課
長　

今
ま
で
き
な

か
っ
た
が
対
応
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。

大
西　

そ
う
い
う
情
報
も
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し

困
っ
て
い
る
人
に
手
を
回
し
て

あ
げ
る
こ
と
も
必
要
。

町
長
　
本
当
に
大
事
な
事
。
今
回

の
法
改
正
は
シ
ル
バ
ー
を
含
め
全

課
で
共
有
し
て
い
き
た
い
。

大
西　
空
き
家
す
べ
て
が

害
虫
や
害
獣
の
住
み
家
と

な
り
衛
生
的
に
も
環
境
的

に
も
最
悪
の
状
態
。
強
風

で
瓦
礫
等
が
飛
ん
で
通
行

人
に
あ
た
り
死
亡
し
た
時

は
だ
れ
の
責
任
か
。

生
活
安
全
課
長　
所
有
者
の
責
任

と
な
り
損
害
賠
償
を
負
う
。

大
西　

危
険
廃
屋
を
10
年
20
年

放
置
し
て
い
た
町
に
も
責
任
は

な
い
の
か
。

町
長
　
対
策
計
画
に
つ
き
適
切
に

講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

何
ら
か
の
責
任
は
当
然
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

大
西　
解
決
す
る
と
決
め
れ
ば
そ

れ
に
対
し
て
知
恵
が
湧
い
て
く
る

「
空
き
家
条
例
の
改
正
」「
行
政
代
執

行
の
予
算
化
」に
つ
い
て
決
意
を
。

町
長
　
対
策
協
議
会
で
も
議
論
が

あ
り
特
定
の
名
目
が
必
要
、予
算
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大西　勇	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

空き家解決を予算化すべき
町長 取り組みを進めて行きたい

一 般 質 問

公民館にWi-Fi整備補助を
町長 是非ともその方向で進めたい

大
西　
W
i –

F
i
環
境
整
備
は

こ
れ
か
ら
大
事
な
部
分
だ
と
思

う
。

町
長　
災
害
の
時
は
公
民
館
も
避

難
所
と
な
る
。
W
i –

F
i
に
つ

い
て
は
補
助
制
度
も
含
め
、来
年

度
予
算
に
可
能
で
あ
れ
ば
是
非
そ

の
方
向
で
進
め
た
い
。

Wi iF つかえます

町内の空き家

16



◦第106号（令和5年11月1日）◦

小
森　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
行
っ
た
志
免
町
と
し
て
、

も
っ
と
積
極
的
に
食
品
ロ
ス
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

生
活
安
全
課
長　
第
6
次
総
合
計

画
に
基
づ
き
食
品
ロ
ス
削
減
対
策

を
行
う
。

　
毎
年
度
10
月
号
の
広
報
紙
に
特

集
を
組
み
住
民
に
周
知
啓
発
を
行

う
。

小
森　

食
品
ロ
ス
に
積
極
的
に

取
り
組
む
飲
食
店
は
あ
る
か
。

生
活
安
全
課
長　
福
岡
県
の
取
組

と
し
て
食
品
ロ
ス
削
減
県
民
運
動

協
力
店
、食
べ
も
の
余
ら
せ
ん
隊

の
登
録
で
町
内
37
店
舗
の
協
力
が

あ
る
。
志
免
町
飲
食
店
組
合
の
組

合
員
の
方
に
は
食
品
ロ
ス
、生
ご

み
の
水
切
り
の
徹
底
を
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

小
森　

食
品
ロ
ス
に
特
化
し
た

志
免
町
と
し
て
、も
っ
た
い
な
い

条
例
を
制
定
し
、町・町
民・飲
食

店
関
係
者・
商
工
会
で
構
成
す
る

協
議
会
の
設
置
を
し
食
品
ロ
ス

に
大
き
く
取
り
組
め
な
い
か
。

町
長　
実
際
に
は
一
般
家
庭
の
ゴ

ミ
が
非
常
に
多
い
。
も
ち
ろ
ん
飲

食
店
も
含
め
町
と
し
て
の
取
組
を

強
化
し
て
い
く
。

視覚障がい者の情報取得は
町長 共生社会実現にむけ取組みたい

小
森　

視
覚
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
点
字

が
読
め
る
人
は
僅
か
1
割
程
度
。

点
字
が
読
め
な
い
視
覚
障
が
い

の
方
へ
の
町
か
ら
の
郵
便
物
に

配
慮
や
工
夫
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長　
現
状
で
は
、工
夫
は

さ
れ
て
い
な
い
。

小
森　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
、視
覚
障
が
い
の
方
へ
の
配

慮
と
工
夫
は
。

生
活
安
全
課
長　
避
難
行
動
要
支

援
者
台
帳
の
整
備
を
行
い
、必
要

に
応
じ
て
個
別
対
応
も
検
討
し
て

い
く
。

小
森　

今
年
2
月
、
福
岡
市
が

N
P
O
法
人
日
本
視
覚
障
害
情

報
普
及
支
援
協
会
と
連
携
し
て
、

公
的
文
書
の
音
声
化
普
及
を
始

め
た
。
町
の
公
的
な
情
報
を
音

声
コ
ー
ド
で
提
供
で
き
な
い
か
。

音
声
コ
ー
ド
の
支
援
を
行
う
事

で
障
が
い
を
持
つ
方
、
高
齢
者
、

外
国
の
方
、町
全
体
の
困
り
感
を

払
拭
で
き
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

町
長　
視
覚
障
が
い
の
方
々
に
寄

り
添
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、今
後
し
っ
か
り
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
と
思
う
。

小森	弘美	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

令
和
4
年
6
月
3
日

志
免
町
は
2
0
5
0
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
し
め
」を

宣
言
し
た
。

町の食品ロスの取り組みは
町長 取組の強化をしていく

音声コードユニボイスのアプリ
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安
河
内　

中
央
小
、
西
小
校
区
と
東
小
、

南
小
校
区
で
は
、
明
ら
か
に
格
差
が
生
じ

て
い
る
と
感
じ
る
が
、
具
体
的
に
苦
言
や

要
望
は
あ
が
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
課
長　
東
小
、
南
小
校
区
は
特

に
高
齢
者
の
方
々
が
買
い
物
に
困
っ
て
い

る
と
の
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
。

安
河
内　
そ
の
校
区
で
現
在
進
行
し
て
い

る
事
業
や
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
課
長　

建
築
規
制
の
見
直
し
、

規
制
緩
和
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
る
。

安
河
内　
吉
原
、
田
富
地
域
の
開
発
は
な

ぜ
、な
か
な
か
進
ま
な
い
の
か
。

都
市
整
備
課
長　
そ
の
地
域
は
、
市
街
化

調
整
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
。

安
河
内　
市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化

区
域
に
変
更
は
で
き
な
い
の
か
。

都
市
整
備
課
長　
そ
れ
に
は
諸
条
件
が
あ

り
、そ
の
条
件
全
て
満
た
せ
る
と
、県
が
市

街
化
区
域
へ
編
入
を
決
定
す
る
。

安
河
内　
農
家
戸
数
と
経
営
耕
作
面
積
の

減
少
、
耕
作
放
棄
面
積
の
増
加
は
明
ら
か

で
あ
り
、
有
効
利
用
は
で
き
な
い
の
か
？

と
の
声
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
志
免
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

あ
る〝
均
衡
の
取
れ
た
町
に
発
展
す
る
〟に

対
す
る
、町
長
の
展
望
は
。

町
長　
地
域
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
は

確
か
。
農
家
も
本
当
に
苦
し
い
状
況
。
事

業
者
や
町
民
の
意
見
を
参
考
に
し
、
で
き

る
こ
と
は
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

安河内	祐子	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

均衡の取れた町に発展するよう
町長 地域格差が生じているのは確か

一 般 質 問

空き家情報開示を有効に行なって
生活安全課長 空き家バンク活用は難しい状況

安
河
内　
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定
事
業
の
、

住
民
参
画
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

生
活
安
全
課
長　
5
月
に
空
き
家
所
有
者
に
行

な
っ
た
が
、ほ
と
ん
ど
が
未
使
用
で
、費
用
や

相
続
問
題
で
現
況
の
ま
ま
。

安
河
内　
志
免
町
の
土
地
の
有
効
活
用
に
つ

な
が
る
、志
免
町
の
空
き
家
情
報
の
開
示
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

生
活
安
全
課
長　
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
は
、

今
現
在
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、町
と
し
て
は

公
表
し
て
い
な
い
。

安
河
内　
東
小
、
南
小
地
域
の
発
展
に
よ
る
、

均
衡
の
取
れ
た
町
づ
く
り
と
、
町
内
の
空
き

家
、空
き
地
の
有
効
活
用
を
ぜ
ひ
と
も
、行
政

と
共
に
議
会
も
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

志免町市街化調整区域の
整備・保全構想

空き家の有効活用を
（生活安全課作成リーフレット）
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◦第106号（令和5年11月1日）◦

藤
瀬　
子
育
て
に
係
る
経
済
的
支
援
こ
そ

が
人
口
増
加
に
つ
な
が
り
志
免
町
の
発
展

に
つ
な
が
る
。
子
ど
も
層
が
増
え
る
と
町

は
活
気
に
あ
ふ
れ
る
。
ス
ー
パ
ー
や
飲

食
店
な
ど
店
の
売
上
げ
は
伸
び
る
、
新
規

出
店
も
増
え
る
。
住
宅
の
建
設
も
増
え
る
。

地
域
経
済
も
上
向
き
、
町
の
税
収
も
増
え

る
。
増
え
た
財
源
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
町
の
み
ん
な
の

新
た
な
施
策
に
。
子
育
て
支
援
こ
そ
が
、

若
者
か
ら
高
齢
者
の
全
て
の
支
援
に
な
る

と
考
え
る
。

　
福
岡
市
は
充
実
し
た
子
育
て
支
援
が
あ

り
私
に
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
志
免
町
が

こ
の
ま
ま
子
育
て
に
や
さ
し
い
町
で
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
福
岡
市
に
引
っ
越
し
た
い

と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
く
る
が

ど
う
感
じ
て
る
の
か
。

町
長　
子
育
て
世
代
の
方
が
福
岡
市
に
そ

れ
を
目
的
と
し
て
行
か
れ
る
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
は
仕
方
な
い
。
し
か
し
町
の
魅
力
も

し
っ
か
り
発
信
し
な
が
ら
、
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
町
と
し
て
、
し
っ
か
り
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

藤
瀬　
福
岡
市
に
は
無
い
志
免
町
の
魅
力

と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
１
つ
持
っ
て
お
り
、
福
岡
市
に
は

無
い
密
な
手
厚
い
支
援
が
で
き
て
い
る
。

藤
瀬　
１
歳
に
な
る
ま
で
、
お
む
つ
を
無

料
で
、自
宅
へ
配
達
し
寄
り
添
う
支
援
を
。

　
児
童
虐
待
で
亡
く
な
る
子
ど
も
の
半
数

は
ゼ
ロ
歳
児
。お
む
つ
は
、あ
く
ま
で
も
き
っ

か
け
で
、
訪
問
先

で
不
安
や
悩
み
を

聞
き
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
親
を
１

人
に
さ
せ
な
い
こ

と
が
大
き
な
目
的
。

と
て
も
有
効
な
手

段
だ
と
思
う
。

藤瀬	康司	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

子育て支援が高齢者への支援に
町長 子育て世代に選ばれる町にしたい

スケートボードができる場所を
町長 検討している候補地がある

藤
瀬　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
す
る
場
所
が
な

く
、現
在
も
路
上
で
練
習
し
て
い
る
の
を
見
か

け
る
。
場
所
の
検
討
は
。

町
長　
公
園
等
に
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

検
討
し
、今
二
、三
の
候
補
地
が
挙
が
っ
て
い
る
。

町
長　

子
ど
も
の
見
守
り
か
ら
す
る
と

非
常
に
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
。
問
題

は
、や
っ
ぱ
り
財
源
。
し
っ
か
り
検
証
し
て
、

子
ど
も
の
見
守
り
に
役
立
つ
よ
う
な
事
業

と
な
れ
ば
い
い
。
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ

一
つ
進
め
て
い
き
た
い
。

スケートボード場（宇美町）

子育て支援でまちが好循環に（兵庫県明石市）
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稲
永　
志
免
町
は
、昨
年
6
月
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
た
。
そ
の
後

は
特
に
宣
伝
す
る
で
も
な
く
、
後
ろ
向

き
の
雰
囲
気
さ
え
感
じ
る
。

　
志
免
町
の
よ
う
な
人
口
密
度
の
高
い

町
ほ
ど
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
長　
世
界
中
が
地
球
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
中
で
、
志
免
町
も
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

稲
永　
令
和
4
年
度
は
志
免
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）の

初
年
度
で
あ
る
。

　
ま
だ
結
果
報
告
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
表
さ
れ
な
い
の
は
何
故
か
。

生
活
安
全
課
長
　
国
に
お
け
る
電
気
事

業
者
毎
の
排
出
係
数
の
告
示
が
、
翌
々

年
度
の
令
和
6
年
6
月
の
た
め
。

　
暫
定
値
の
公
表
は
今
年
度
末
に
予
定

さ
れ
て
い
る
。

排
出
係
数
と
は
？

　

単
位
電
力
供
給
量
当
た
り
の
C
O
2

排
出
量
。
火
力
発
電
の
割
合
が
大
き
い

程
係
数
は
大
き
く
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

・	

志
免
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
記

録
を
後
世
へ

稲永	隆義	議員
こちらから一般質問の
動画が視聴できます

地球温暖化対策の積極的推進を
町長 職員一丸となって取り組む

一 般 質 問

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500

温室効果ガス排出量の削減目標

基準年度 3,866t -CO2 
2013（平成25）年度 

目標年度 1,933t -CO2 
2030（令和12）年度 

設備更新や運用面の
取組強化により、 
201t -CO2の削減

50％削減 （-1,933t -CO2）

2020年度比で、9％削減
2013年度比で、50％削減

2013年度
（基準年度実績）

3,866

2,134 1,933

2020年度
（現況実績）

2030年度
（目標年度目標）

(t -CO2）

志免町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）より 20



　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の
一つです。ぜひお越しください。
　手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。
　詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL	935-1262　FAX	935-7070
議会事務局は町役場4階です。

メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp

お気軽に
傍聴にお越しください。

お知らせお知らせ

次回の定例会は

12月1日予定

志免町いいね!

　去る9月3日に、皆さまのご協力のおかげで、石投相撲大会を4年ぶりに開催することができました。この
大会は、悪病退散を祈願した三十三番奉納相撲を主に、志免農区主催で行う伝統行事であります。
　今回の大会で感じた事は、元気に相撲をとる子どもたち、それを応援する大人の方々を見て、神事的な面
以外に、健全な青少年の育成、また、地域交流の役割をも果す有意義な大会であることを再認識しました。
　志免農区も高齢化が進み、大会を運営するにあたって、人員が不足している状況であります。今後ともこ
の大会が継続するためには、皆様の更なるご支援、ご協力をお願い申し上げる次第であります。

　7月13日に、芦屋町議会議会運営委員会より視
察研修に来られました。視察事項はペーパーレス
会議システム「Smart
Discussionの運用について」
でしたが、有意義な情報交
換を行うことができました。

石投相撲大会を4年ぶりに開催！

志免農区長　記

開催日  ９月20日､ 22日
　　　  10月5日､ 13日､ 18日編集後記

委　員　長 荒牧　 裕樹
副 委 員 長 小森　 弘美
発行責任者 丸山　 卓嗣

委　　　員 丸山 真智子
 藤瀬　 康司
 安河内 祐子
 稻永　 義美

議会広報特別委員会

　議会広報特別委員長の荒牧裕樹です。
　１期１年目で委員長に就任して、５か月になりました。
　町民皆様に、議会だよりを手に取って読んでいただけるよう発
行責任者を初め議会広報委員６名で頑張っています。
　今回の掲載内容は、盛りだくさんで委員みな四苦八苦して作成
しました。
　これからも議会で何をやっているのか発信していきますので、
よろしくお願いします。	 議会広報特別委員会

芦屋町議運視察
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